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2026年4月22日 意見募集
アフリカ・高齢化に関する関係者グループ（SGA）より提出


質問1. 高齢者の人権に関する国際的な法的拘束力のある文書は、どのような包括的な枠組みに基づいて策定されるべきか？さらに、高齢者がすべての人権および基本的自由を完全かつ平等に享受する権利保有者であるという認識を、その文書が最も適切に反映し、強化するにはどうすべきか？
アフリカの人口動態の変遷

アフリカでは著しい人口構造の変化が進行している。世界的に見て最も若年層の多い地域であることに変わりはないが、高齢者の絶対数は急速に増加している。現在、高齢者（60歳以上）は人口の約5.8％を占めるに過ぎないが、その数は1世代のうちに2倍以上になる見込みである。サハラ以南のアフリカだけで、6,500万人から1億5,900万人に達する。

この変化は人口統計的に確実で、すでに進行中であり、今後も続く見込みである。2050年に高齢者となる人はすでに今日生きており、高齢期まで生きる生存率の向上がこの移行を加速させている。

同時に、アフリカは、若年人口の多さと高齢人口の増加という二重の人口動態的現実に直面している。また、構造的な課題にも直面しており、それは非正規雇用の高水準、社会的保障の不足、ジェンダーの不平等、そして長寿化と健康な期間の間の落差などである。

こうした状況は、アフリカにおける高齢化が開発の機会であると同時に、差し迫った人権上の優先課題でもあり、先見性のある、ライフコース全体を見据えた、世代間連携による対応が必要であることを浮き彫りにしている。

（アフリカの主要な人口動態の傾向の概要は、付録1に記載されている。）

高齢者を完全な権利の保有者として認識すること

こうしたなかで、国際的な法的拘束力のある文書は、人権に基づく、ライフコースの、世代間の、そして人間性を中心とした枠組みに導かれるべきである。

条約の核心として、高齢者が完全な権利の保有者であり、年齢やその他の地位に基づく差別を受けることなく、すべての人権および基本的自由を完全かつ平等に享受する権利を有することを明確に確認しなければならない。

人権に基づく、ライフコースの、そして人間中心の枠組み

この条約は、現在、主に福祉の受益者、負担、あるいは受動的なケアの受け手として見なされ、取り扱われている現状から、高齢者を次のように認識する方向へと転換しなければならない。
· 固有の尊厳と権利をもつ完全な人間
· 社会の対等な一員
· 家族、地域社会、経済、文化への貢献者
· 発言権、選択権、意思決定権を持つ主体

高齢者は「社会の傍観者」としてではなく、社会の不可欠な一員として——あらゆる生活領域において可視化され、尊重され、参画している存在として——見なされなければならない。
そのためには、以下の点を明確に認識することが必要である：
· 高齢期を含む人生のあらゆる段階における、継続的な人格とアイデンティティ
· 自らの生活に影響を及ぼす決定への有意義な参加
· 尊厳の根幹をなす自律、独立、および自己決定（自らの生活に関する決定を下す能力）
· 高齢期においても、希望する限り学び、働き、社会に貢献し続けることを可能にする
· 長寿を、社会や経済に対する負担ではなく、価値ある貢献として捉える

ライフコースおよび世代間アプローチ

この枠組みは、ライフコース（生涯）・アプローチを採用すべきである。そこでは、加齢は独立した状態ではなく、人生の連続体の一部であり、高齢期の不平等は、多くの場合、ライフコース全体にわたって蓄積された不利益を反映していることを認識する。

これは、インフォーマルな労働、社会的保障へのアクセス制限、ジェンダーの不平等といった生涯にわたる現実が、高齢期の結果を形成しているアフリカにおいて、特に重要な意味を持つ。
ライフコース・アプローチは、以下の点を認識した上で、世代間視点と組み合わせる必要がある。
· 今日の若者は明日の高齢者である
· 高齢化はすべての世代が共有する人間の経験である
· 高齢者の権利を強化することは、社会全体に利益をもたらす
したがって、本条約は以下を促進すべきである：
· 世代間の連帯と対話
· ライフコース全体にわたる先見性のある計画
· 高齢化は正常であり、尊重され、促進され、保護されるべきであるという社会的理解

アフリカの現実に即した枠組みの構築。

この枠組みは普遍的な性質を持つ一方で、次のような様々な状況下にあるアフリカの高齢者の実生活に根ざしたものでなければならない
· 根強いエイジズム（年齢差別）、固定観念、そして高齢者の存在の見えにくさ
· 一部の状況における有害な伝統的慣行、および不均等な高齢者への尊重
· 特に高齢の女性に影響する深刻なジェンダー不平等
· ケアにおける家族やコミュニティの中心的な役割、特に「住み慣れた場所で老いる」ことへの強い志向
· 非正規雇用の割合の高さ、それによる高齢期の経済的不安定
· 高齢者が社会、経済、文化の各分野で果たし続けている貢献
· アフリカ諸国全体において、高齢者の権利に関する説明責任の仕組みが依然として欠如していること。これには、監視や報告体制の欠如、および（国家の）不作為に対する措置の不在が含まれる
· 高齢者の権利を監視・擁護する市民社会組織に対する、不十分な資源提供と保護

こうした現実は、アフリカの高齢者が社会に貢献する存在であると同時に権利の保有者でもあるものの、自らの権利を十分に享受することを妨げる構造的な障壁にしばしば直面していることを浮き彫りにしている。
認識から変革へ
条約が実効性を発揮するためには、単なる認識にとどまらず、変革をもたらすものである必要がある。これには以下が含まれる：
· 既存の条約による断片的かつ不均一な保護ではなく、高齢者を包括的に認識すること
· 高齢者自身に影響を及ぼす決定、政策、プロセスにおいて、高齢者の有意義な参加とリーダーシップを確保すること
· 設計と実施の両面において、公平性、包摂性、正義を確保すること
· 国内および国際レベルで、違反に対する措置を伴う強力な説明責任、監視、および実施メカニズムを確立すること
· 高齢者が条約を理解し活用できるよう、明確でアクセシブルな情報を提供すること

この条約は象徴的なものであってはならない。それは、実施、説明責任、そして生活の実態における真の変化を推進するものでなければならない。


質問2. 高齢者の権利を効果的に保護するために、法的拘束力のある文書はどのような中核的な原則に基づくべきか？さらに、この法的拘束力のある文書は、高齢者の既存の人権を再確認すると同時に、あらたに規範的発展が必要な問題や課題（ギャップ）を明確に特定し、対処するにはどうすればよいか？

本条約は、一連の中核的原則に基づくものでなければならない。それは、普遍的な人権基準を再確認すると同時に、特にアフリカの文脈のもとで高齢者の生活を規定している、現実の生活状況、構造的な不平等、および人口動態の変化に対応するものでなければならない。
これらの原則は、それ自体が新たな権利というわけではない。むしろ、権利がいかに理解され、解釈され、実施され、執行されるかを導くものである。これらは、条約のすべての規定、およびその実務上の適用が策定され、評価される際の一貫した基盤として機能する。

中核的原則

地域での対話では、以下の原則が明確かつ一貫して浮き彫りになった。

· 尊厳と尊重：アフリカの高齢者は、生活のあらゆる側面において、生来の尊厳と尊重をもって扱われなければならない。もっぱら同情や保護の対象という枠組みを超え、彼らの完全な人間としての価値、発言権、そして貢献が認識されるべきである。
· 実質的平等と正義：すべてのアフリカの高齢者は、平等な権利と実質的平等を享受しなければならず、実践における正義を確保するために、構造的およびライフコース上の不平等に対処する制度が整備されなければならない。
· エイジズム（年齢差別）を含む差別の禁止：いかなるアフリカの高齢者も、固定観念、制度的な放置、あるいは加齢の自然な結果だとするニーズの無視など、年齢を理由に差別されてはならない。
· 人格の承認：アフリカの高齢者は、人生のあらゆる段階において、アイデンティティ、価値、社会的地位を継続的に持つ完全な人間として認められなければならず、負担、被扶養者、あるいは受動的なケアの受け手として扱われてはならない。

· 参加と有意義なインクルージョン：アフリカの高齢者は、家族、地域社会、政策決定プロセス、および公的生活において、自らの生活に影響を与える決定について、その声が聞き入れられ、尊重され、それに積極的に関与できなければならない。

· 自己決定と自律：アフリカの高齢者は、必要に応じて適切な支援を受けつつ、選択を行い、希望を表明し、自らの人生を主導し、独立を維持するなど、自己決定を行使できなければならない。

· 安全と保護：アフリカの高齢者は、尊厳、自律、参加が保障され、それらを損なうことなく、虐待、ネグレクト、危害から保護されなければならない。

· 社会への包摂と統合：アフリカの高齢者は、社会的、経済的、政治的、文化的な社会のあらゆる分野に、完全に包摂され、参加できなければならない。
· ライフコース・（生涯）アプローチ：権利は生涯を通じて理解され、実施されなければならない。政策や制度は累積的な不平等に対処し、高齢期に至るまで権利の継続を可能にするものでなければならない。

· ケア、ケア提供者、およびコミュニティの認識：高齢期のケアは、相互依存と相互扶助（ウブントゥ　訳注　人と人の間の思いやりを大切にするアフリカ南部の伝統的な倫理観とされる）の価値観を反映し、家族やコミュニティに根ざしたものとして位置づけられなければならない。また、ケア提供者は、権利と尊厳が尊重され、支援されなければならない。
· 高齢者に優しい包摂的なシステム：あらゆる環境、システム、サービスは、包摂的かつアクセシブルで、高齢者のニーズや多様性に応えるものでなければならない。


既存の権利の再確認
高齢者は、すべての市民的、政治的、経済的、社会的、文化的権利を完全かつ平等に享受する権利を有する。
本条約は、高齢期においてもこれらの権利が適用されることを再確認し、年齢に基づく先入観によって権利が損なわれたり、見過ごされたり、再解釈されたりすることがないよう確保しなければならない。また、高齢者らが法律、政策、および実践において権利保有者として完全に認識され、扱われるよう、これらの権利が実践において実質的に実現されることを確保しなければならない。

規範の面での欠陥への対処
再確認だけでは不十分である。地域レベルでの議論では、高齢期における権利の実現を制限し、さらなる規範的発展を必要とする、根強く続く欠陥や新たに生じている欠陥が浮き彫りになっている。主な欠陥には以下が含まれる：
· 法律、政策、および制度におけるエイジズムの明確な認識と排除が欠けている
· 自己決定および支援付き意思決定への保護が不十分であること（特に判断能力の困難の場合）
· 実務における、特にケア、医療、家族の文脈における、人間としての尊厳の認識の不足
· 高齢化が医療制度に十分に組み込まれていない。これには、高齢者に配慮した、権利に基づく老年医療の未整備も含まれる。
· 長期ケアの枠組みが不十分。特に地域密着型および家族と分離しないアプローチの必要性。
· ケア、特に非公式なケアやジェンダーに配慮したケアへの認識と支援の欠如
· 高齢者、とりわけ高齢女性が、より広い平等および開発課題から依然として排除されている。
· 高い割合の非正規就労と年金加入率の低さに起因する経済的不安定
· 意思決定、管理的地位、および公職への高齢者の参加が限定的である
· 実施、監視、および説明責任のメカニズムが脆弱である
· 他の人口集団と比較して、資金へのアクセスが限られ、政策の対象としてあまり注目されない。
· 監視の仕組み、通報体制、および高齢者の権利に関する国家の不作為に対する措置の欠如
· アフリカ全域において、高齢者の権利を守る監視役および擁護者としての市民社会組織に対する理解、資源の配分、および保護が不十分である
· 交差的な差別から高齢女性を保護する措置が不十分である。これには、ジェンダーに基づく暴力、無償のケア労働に起因する「高齢者の貧困の女性化」、および魔女狩りの告発や財産の奪取といった有害な伝統的慣行が含まれる。
また、本条約は、既存の地域的枠組みを認識し、それを基盤とすべきである。アフリカ地域内での発効に必要な数の加盟国によって採択・批准されている「高齢者の権利に関するアフリカ連合議定書」など。
こうした文脈において、国際的条約は、地域的な条約を補完・強化し、説明責任を強化し、既存の公約の実施を支援すべきである。

規範的発展における新たな分野および進化する分野
欠陥への対処に加え、地域対話では、さらなる規範的発展が必要な分野が指摘されている。
これには以下が含まれる：
· 支援を必要とする状況を含め、高齢期の自己決定をより明確に規定し、高齢者の意思と選好が意思決定の指針とするとともに、意思の代行や無視を防ぐための適切な支援と保護措置を講じること。これは自己決定以上のものである。
· 高齢化を、独立した段階、あるいは残った段階ではなく、連続的な障害の一部として認識する。
· 政策および実施における指針として、世代間の連帯を組み込むこと。
· 孤児や脆弱な子どもを養育する高齢者（主に祖母）への認識と支援。これはHIV/エイズの影響を受けるアフリカのコミュニティ全体で増加している現実である。これらの人々は、国家からの支援をほとんど、あるいは全く受けていない。
· 高齢者を対象とした有害な伝統的慣行の明示的な禁止。魔女狩りの告発、儀式殺人、追放、財産の奪取など。これらはアフリカの多くの国々で記録されている慣行である。
· 他の人口集団と同じように、高齢者を世界の政策枠組みにおいてより可視化すること。

これらの分野は、条約が、既存の格差を埋めるだけでなく、変化する人口動態の現実や実体験に対応する必要性を反映している。
質問3. 法的拘束力のある文書は、明確性と実効性を確保するために、どのような全体構成（structure）や設計枠組み（architecture）を採用すべきか？例えば、前文、定義、一般原則、一般的義務、具体的権利、および実施規定を含めるべきか？

明確性、有効性、そして現実世界への影響を確保するため、本条約は、確立された人権条約の慣行を反映した首尾一貫した包括的な構造を採用するとともに、実施、説明責任、および参加に関する規定を強化すべきである。

中核的な構造的要素

本条約には以下を含めるべきである：

· 前文：目的、背景、および人口動態の変化や高齢者の生活実態を含む人権上の根拠を明記する。
· 定義：「高齢者」や差別（エイジズムを含む）などの主要な概念を明確にし、解釈の一貫性を確保するとともに、実務における定義の希薄化や誤用を防ぐ。
· 一般的原則：条約の策定、解釈、実施を導く土台となる価値観を確立する。
· 一般的義務：権利を尊重、保障、実現し、実践において平等と無差別を確保するための国家の責任を定義する。
· 具体的権利：健康、社会的保障、参加、虐待からの自由、司法へのアクセスを含む、すべての関連分野にわたる権利を明文化する。
· 実施規定：条約を効力あるものとするために必要な法律、政策、制度、および資源を国が採用することを義務付ける。
· 監視・報告メカニズム：説明責任を支えるため、定期的な（訳注　締約国）報告、審査、および監督を規定する。

実施と説明責任の強化

地域レベルでの議論では、条約が単なる基準設定にとどまらず、実務における実施を確実にする必要があることが強調された。
したがって、その枠組みには以下を含めるべきである：

· 国レベルおよび地方レベルの明確な説明責任の仕組み
· 定期的な報告および独立した監視を含む、強固な監視および審査の仕組み。報告と監視では、虐待、ネグレクト、遺棄、およびサービスへのアクセスに関する年齢別データの収集を求める。
· 進捗状況を追跡するための指標とベンチマークの策定
· 国家の不作為に対する措置。国際的審査や継続的不遵守に対する段階的な措置を含む。
· 市民社会および高齢者の監視・審査プロセスへの参加。これらを不可欠な主体と認識し、資源を確保し、保護することを含む。
· 実施には持続的な資金が必要であることを認識し、国および国際レベルで高齢者の権利のために専用かつ目的限定の資金を確保することを検討すること
· 国内システム内での地域化を含め、国内での実施に強力につなげる。
これらの要素は、公約と実施の間に根強く存在する落差に対応するものであり、透明性、説明責任、および継続的な取り組みを確保するために不可欠である。


SGA Africaについて
[bookmark: _Hlk233477658]「アフリカ・高齢化に関する関係者グループ（SGA Africa）」は、市民社会組織、専門職団体、学界、研究機関、人権団体からなる地域的な多様な関係者の連合である。また、国連アフリカ経済委員会（UNECA）／アフリカ地域持続可能な開発フォーラム（ARFSD）の主要グループおよびその他の関係者のためのメカニズムの一員である。SGA Africaは、年齢による差別と闘い、アフリカ連合アジェンダ2063および持続可能な開発目標（SDGs）アジェンダ2030の実施における高齢者の包摂と参加を促進するため、多層的な権利擁護活動に取り組んでいる。
SGA Africaは、アフリカ地域全体の高齢者層の活動を調整する役割を担っている。このネットワークは150以上の組織を擁するまでに成長し、地域全体における社会、経済、文化、政治活動への高齢者の参画を促進するための環境整備を行っている。

付録1：アフリカの人口動態：文脈における高齢化
出典：全アフリカ対話シリーズ第1回：「静かな人口変動：アフリカの高齢化が注目される」

アフリカは現在、大きな人口動態の転換期を迎えている。世界的には依然最も若年層の多い地域ではあるが、高齢者の数は着実に増加している。このため大規模な若年人口と急速に増加する高齢人口の両方に対応しなければならない、二重の人口上の現実が生じている。

アフリカにおける人口の高齢化は、絶対数において最も顕著である。現在、高齢者（60歳以上）は人口の約5.8％を占めている。2050年までに、この割合は全地域で増加し、北アフリカおよび南アフリカでは約16％、東アフリカおよび西アフリカでは7～8％に達する見込みである。絶対数で見ると、高齢者の数は1世代の間に2倍以上となり、北アフリカでは2,500万人から5,900万人へ、サハラ以南のアフリカでは6,500万人から1億5,900万人へと増加する見込みである。アフリカの総人口が増加し続ける中、わずかな割合の増加であっても、絶対数の大きな変化をもたらす。

この変化は人口統計学的に確実で、すでに進行中であり、今後も続く。2050年に高齢者となる人々はすでに今日生きている。そして、今後数十年で、大規模な中年世代が高齢期へと移行する。アフリカにおける高齢化は、欧州や日本などの地域で見られるような出生率の急激な低下ではなく、主に人口増加と高齢期までの生存率の向上によって推進されている。
課題は単に寿命が延びることだけでなく、より健康的な高齢化を実現することにある。60歳時点の平均余命は、2000年の15.6年から現在では17.4年に延びており、2050年までに約19年に達すると予測されている。しかし、単に生き延びる年数と、健康な状態で過ごす年数との間には依然として大きな隔たりがある。また、アフリカは、結核などの感染症が依然として存在する一方で、心血管疾患や糖尿病などの非感染性疾患が増加しており、二重の疾病負担に直面している。

アフリカにおける高齢化は、ジェンダーに深く根ざしており、生涯の不平等によって形作られている。高齢者の約55％を女性が占めており、女性はより長生きする傾向にあるが、障害や慢性疾患の出現率は高い。女性は一人暮らしをする可能性が高く、継続的なケアや経済的責任を負っていることが多い。一部の状況では、特にHIV/エイズの影響により、祖父母、とりわけ高齢の祖母が孫の世話を担う「祖父母・孫世帯」（skipped-generation households）がますます一般的になっている。しかし、アフリカ全土のこうした高齢の介護者は、重大な社会的・経済的責任を担っているにもかかわらず、国家からの支援を事実上受けていない。この貢献と支援の間の落差は、高齢者を権利保有者として認識できていないことを示しており、条約において規範的な配慮が必要である。

高齢化は、経済的不安定や構造的な労働条件とも密接に関連している。アフリカは、大きな若年人口と高齢化という二重の人口圧力に直面している。農村部では若者の流出により急速に高齢化が進んでいるが、多くの場合、人口関連の利益を享受できていない。労働の90％以上が非正規であり、年金制度の適用範囲が限定的で、生計が依然として農業に大きく依存している状況下では、高齢者は必要に迫られて労働力として働き続けることが頻繁にある。こうした状況は、高齢期の貧困リスク、食料不安、および世代間の経済的緊張を高めている。

この人口動態の転換は、政策上の課題であると同時に、開発の機会でもある。何もしなければ、保健、ケア、社会システムへの圧力はさらに強まる。先見性のある対応があれば、高齢者は社会的結束、知識の伝承、そして経済・地域社会の発展に引き続き貢献することができる。

アフリカの人口動態の未来は、若年層と高齢層のどちらを選ぶかではなく、両者を共に視野に入れた計画をどう作るかという問題である。人口の高齢化は長寿化の成果であると同時に、社会全体が共有する課題でもある。ライフコース・アプローチ、世代間の連帯、そして先見性のある制度や政策が求められている。

（翻訳・佐藤久夫、　　　　）
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